
工業科「機械工作」学習指導案 

 
千厩高等学校 産業技術科 小野寺 透 

 

１．日 時    平成２３年１０月５日（水）５時限目 産業技術科１年教室 

２．対 象    産業技術科１年 ４０名（男子４０名） 

３．教材教科書  新機械工作（実教出版）     

４．単 元    第１３章 生産を管理する 

５．単元の設定理由 

（１）教材観    

製品を作るには、「それが出来るまでの過程」＝「工程」が重要である。本時では製造作

業には危険が伴うことを学んだ上で、労働災害とその安全対策にはどのようなものがあるか

考えさせる。 

（２）生徒観 

    元気が良く発問に対しても積極的に答えるが、騒がしくなる一面も持ち合わせている。学

力に開きがあり、理解力・定着度の差となっているが、ノートはきちんと取っている。 

（３）指導観 

    実習で工作機械や刃物を扱う場面が多々あるため、安全に関しての知識を今一度確認させ

たい。作業に慣れた辺りでの気の緩みが事故に繋がる危険性もあり、意識を見直させたい。 

６．単元の指導計画 

  １節 設計から製作まで・・・・・・・・・・・・・１時間 

  ２節 製造工程を管理する・・・・・・・・・・・・２時間（本時２／２） 

  ３節 製品の品質を管理する・・・・・・・・・・・２時間 

  ４節 工場の清浄度を管理する・・・・・・・・・・２時間 

  ５節 環境を管理する ・・・・・・・・・・・・・２時間 

７．本時の指導 

  ○労働災害について理解を深めさせる。 

  ○安全対策について考えさせ、更に事故を未然に防ぐ（予防保全）意識を持たせる。 

  ○事故は人（作業者）とモノ（機械・機具）のどちらが発端となるのか考えさせ意見を交換さ

せる。 

 

８．単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

・安全管理について

深く関心を持つこと

が出来、自発的に学

ぶ意欲を持つことが

できる。 

・労働災害について

どのようなものがあ

るか考察し、防止策

について判断するこ

とが出来る。 

 

・予防保全について

どのようにすればよ

いか表現できる。 

・安全について理解

を深め、防止するた

めの知識を身につけ

ることができる。 

 

 

   

 

 

 

 

 



 

 

 

段

階 
指導項目 学習活動 指導上の留意点 評価の観点 

導
入
（
５
分
） 

本時の確認 

 

 前時に労働災害と安全

管理についてのアンケ

ートを取り、その内容に

ついて確認。 

 

 言葉を聞いたことがあ

るか発問し、答えさせ

る。 

 どのような意味か発問

する。 

発問に対し、答え

られる。【関心・

意欲・態度】 

展
開
（
４
０
分
） 

 「労働災害」と

は 

 

 

 

 

 

 

 

 「安全管理」と

は 

 

 

 

 

 

 予防保全 

 

 

 

 

 

 指名して教科書を読ま

せる。 

 

 

 プリントを配布し、発問

に対し書き込む。 

 

 

 

 災害が起きる場合、人と

機械のどちらに原因が

あるか考察する。 

 機械を扱う場合、どの段

階でなら使用できるか

考察する。 

 

 災害を防ぐ方法を考察

し、発言する。 

 

 

 

 

 分からない文字につい

ては教える（言葉に詰ま

るのを防ぐため） 

 

 災害の例を出し、どのよ

うな危険性をはらんで

いるか発問する。 

 

 

 例を出し、考察させ発言

させる。 

 

 

 

 

 

 周囲と話し合わせて考

えさせ、質問する。 

 災害を防ぐには作業者

の意識と設備の管理の

両方が重要な事に気づ

かせる。 

 

 内容につい

て理解でき

る。【知識・

理解】 

 

 労働災害に

は、どのよ

うなものが

あるか。【思

考・判断・表

現】 

 

 意見を持っ

て発言でき

る【思考・判

断・表現】 

 

 

 

 

 人とものの

安全管理に

気付く事が

出来る【技

能】【知識・

理解】 

 

 

 

終
末
（
５
分
） 

 学習内容の確

認 

 本時の学習内容につい

て質問し、まとめに入

る。 

 プリント・アンケートの

回収 

 学習内容に対して理解

しているか確認する。 

 質問に答え

る事ができ

る。【知識・

理解】 


